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  歴代誌上 ユダは神にどうしたため

　ではなく,神殿の再建でした。自分の生活の豊かさを第一に求めたのではなく,ま 日 9:1-16 にバビロンに捕囚として

　ず神の国と神の義を求めたのです。だからこそ,全ての必要が満たされました。 連れ去られましたか。

コラの家の者が幕屋の

月 9:17-44 入口をどうする者として

職務につきましたか。

かえって何に伺いを立て

　 　 火 10:1-14 たために,サウルは死に

［火]サウルの死因は,敵の放った矢というよりも,「主の言葉を守らず,かえって口寄 ましたか。

３勇士が命をかけて持っ

水 11:1-19 てきてくれたのは,何で

すか。

［水]三人の勇士はダビデが故郷の井戸から水を汲みたいと願った時,敏感に悟り, 護衛兵の長に任じられ

　適地を突破して水を汲んできました。私達も神の御心を敏感に汲み取り,命がけ 木 11:20-47 たのは,誰ですか。

　で働く忠実な主の僕になりましょう。主は命を捨てて,生ける命の水になりました。

毎日のようにダビデをど

金 12:1-23 うする者が加わり,大陣

営ができましたか。

　皆で力を合わせれば,主の御業は次々となされます。勇士の一人になりましょう。 全ての戦陣に臨める戦

土 12:24-41 士たちがどんな心で集

まっていましたか。

　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 さいます。だから,人がいないから伝道できない,

感
　　　　　　　　 　　　 　 　 　　　  　うに助ける者が加わり,神の陣営のよう」にしてく 想
                                     　　  ださると信じて,祈り,励まし,行動しましょう。 と
　　　　　　　　　　　 祈
　　　　　　                           ［土]ダビデの軍団は命の危険にさらされながら,「全 り

の
課

　　　　　　　　　　　　　　　　  　 　 ったからです。私達も苦難多き信仰生活の中で喜 題
　

親子聖書日課

　う罪を犯して滅ぼされた人ですが,主は罪人の子孫でも清めて用いて下さいます。

　せに伺いを立てた」からです。御言葉を聞きながら,困ったことが起こると,神に従

［日]70年後,バビロン捕囚から帰国した人々がまず手掛けたことは,我が家の再建

[月]コラの子孫は,門番の務め(今日の受付や案内係)をしました。コラは主に逆ら

　主の十字架の赦しにあずかった人は,主の栄光のために働くことができるのです。

　わず,占いに左右される人は,第二のサウルになります。御言葉に聴従しましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 活動できないと諦めてはいけません。「毎日のよ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  [金]主は折に適ってふさわしい助け手を備えてくだ

　教会を建てることも,牧師一人ではできません。多くの信徒の協力が必要です。

  　　　　　　 　　　　　　　　  　　   き心をもって」「喜び祝った」のです。それはダビデ

　　　　　　　　　　　　　　   　　　　 祝えるのは,主が輝く存在だからです。

［木]ダビデが国を治めることができたのは,多くの勇士の協力があったからです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 が主の約束に立つことによって,星と輝く存在にな


